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──周作クラブ会報　85 号──

「
周
作
ク
ラ
ブ
」
第
85
号

�

２
０
２
１
年
11
月
発
行

■
発 

行 

人　

加
賀　

乙
彦

■
編 

集 

人　

高
橋
千
劔
破

■
副
編
集
人　

亀
岡　

園
子

■
編
集
部　

一
田
佳
希
、
大
原
雄
、
近
藤
恭
弘
、

高
木
香
織
、
清
水
優
子

■
発 

行 

所　

東
京
都
世
田
谷
区
上
馬
４-

29-

17

　
　
　
　
　
　

加
藤
宗
哉
事
務
所
内
「
周
作
ク
ラ
ブ
」

	

　

Ｅ
メ
ー
ル　

Shusaku_club@
yahoo.co.jp

編
集
後
記

▼
11
月
だ
と
い
う
の
に
、
妙
に
暖
か
い
日
が
続

い
て
い
ま
す
。
こ
う
い
う
時
に
、
温
暖
化
、
の

三
文
字
が
頭
を
よ
ぎ
り
ま
す
。
イ
ギ
リ
ス
で
は

CO
P26

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
果
た
し
て
人
類
は

こ
の
難
題
を
解
決
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

▼
な
ど
と
思
い
な
が
ら
、
編
集
後
記
を
書
い
て

い
る
の
は
、
副
編
集
長
で
す
。
今
号
で
は
、
編

集
長
が
出
張
中
の
た
め
、
急
遽
ピ
ン
チ
ヒ
ッ
タ
ー

を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。

▼
今
年
は
周
作
忌
が
直
接
参
加
と
リ
モ
ー
ト�

両
方
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

時
代
は
そ
ん
な
段
階
に
ま
で
達
し
て
い
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
か
ら
、
ゲ
ッ
セ
ル
先
生
も
参
加
な
さ
り
、

九
州
か
ら
は
カ
シ
ャ
さ
ん
、
国
際
色
豊
か
な
周
作

忌
に
な
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
で
こ
う
い
っ
た
形
式

が
増
え
、
場
所
・
時
間
を
超
え
て
一
同
に
会
せ
る

の
は
良
い
こ
と
で
す
ね
。

▼
「
遠
藤
周
作
を
偲
ぶ
一
日
」
で
の
、
純
心
高
等

学
校
の
生
徒
さ
ん
と
周
作
ク
ラ
ブ
長
崎
の
方
々
に

よ
る
朗
読
劇
は
、
全
国
二
位
の
純
心
の
合
唱
と
の

コ
ラ
ボ
。
私
は
、
午
前
中
に
原
爆
資
料
館
を
訪
ね
、

そ
の
直
後
の
朗
読
劇
で
し
た
の
で
、
感
動
も
ひ
と

し
お
。
天
使
の
歌
声
、
朗
読
に
遠
藤
先
生
も
さ
ぞ

か
し
お
悦
び
だ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。�

（
亀
）

◆
２
０
２
２
年
・
オ
ン
ラ
イ
ン
新
年
会

　

今
年
は
中
止
と
な
っ
た
新
年
会
を
、
来
春

は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
ま
す
。

日　

時　

１
月
22
日
（
土
）
14
時
～
16
時

�
※
豪
華
福
引
付
き

　

日
ご
ろ
会
う
こ
と
の
な
い
全
国
の
会
員
同

士
が
親
睦
を
深
め
る
機
会
で
す
。
福
引
に
よ

る
賞
品
（
遠
藤
作
品
の
書
籍
な
ど
）
も
用
意

い
た
し
ま
し
た
。

　

参
加
ご
希
望
の
方
は
以
下
の
Ｅ
メ
ー
ル
ま

で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
事
務
局
か
ら
参
加

の
た
め
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

　

Shusaku_club@
yahoo.co.jp

　

ど
う
ぞ
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆�﹁
遠
藤
文
学
原
点
の
旅
﹂
に
代
え
て
︑

　
オ
ン
ラ
イ
ン
懇
親
会
を
開
催

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
中
止

と
な
っ
た
今
年
度
の
「
遠
藤
周
作
・
原
点
の

旅
」
は
、
来
年
の
開
催
も
現
在
で
は
見
通
し

が
立
た
な
い
状
況
で
す
。

　

そ
の
代
案
と
し
て
の
「
オ
ン
ラ
イ
ン
懇
親

会
」（
第
１
回
）
を
本
年
７
月
に
行
な
い
降

雹
を
得
ま
し
た
が
、
来
春
に
は
ま
た
、
オ
ン

ラ
イ
ン
に
よ
る
「
懇
親
会
」
を
開
催
の
予
定

で
す
。

※
詳
細
は
次
号
会
報
で
お
報
せ
し
ま
す
。

◆
未
発
表
・
遠
藤
周
作
日
記

　

︱
死
・
キ
リ
ス
ト
・
文
学

　
「
三
田
文
學
」
２
０
２
１
年
・
秋
季
号

�

定
価
１
，０
０
０
円

　

１
９
６
１
年
か
ら
１
９
７
４（
38
～
51
歳
）

の
未
発
表
日
記
（
一
部
は
単
行
本
、
雑
誌
に

掲
載
済
）。
読
み
ど
こ
ろ
は
、『
沈
黙
』
の
次

の
書
下
ろ
し
長
篇
『
死
海
の
ほ
と
り
』
の
た

め
の
イ
ス
ラ
エ
ル
紀
行
や
、
小
説
の
構
想
、

具
体
的
イ
メ
ー
ジ
を
積
み
あ
げ
る
個
所
。
ほ

か
に
三
島
事
件
へ
の
衝
撃
と
、
そ
れ
に
と
も

な
う
読
書
（
三
島
由
紀
夫
『
奔
馬
』）
に
つ

い
て
も
語
ら
れ
る
が
、
作
者
の
膨
大
な
読
書

量
が
読
む
者
を
圧
倒
す
る
。

申
込
方
法

　

電
話（
０
３
・
３
４
５
１
・
９
０
５
３
）、あ
る

い
は
Ｆ
Ａ
Ｘ（
０
３
・
３
４
５
１
・
９
０
５
７
）、

メ
ー
ル
は
（m

itabun@
m
use.dti.ne.jp

）

ま
で
、
ご
住
所
、
お
名
前
、
冊
数
を
ご
記
入

の
上
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
遠
藤
文
学
・
新
刊
の
お
知
ら
せ

河
出
書
房
新
社

『
秋
の
カ
テ
ド
ラ
ル

　

遠
藤
周
作
初
期
短
篇
集
』�

10
月
20
日
刊
行

『
誘
惑　

薔
薇
色
の
門

　

遠
藤
周
作
初
期
中
篇
』�

11
月
25
日
刊
行

『
稔
と
仔
犬　

青
い
お
城

　

遠
藤
周
作
少
年
少
女
小
説
』

�

２
０
２
２
年
２
月
刊
行
予
定

�
各
々
定
価
１
，９
８
０
円（
税
込
）

　

こ
れ
ま
で
単
行
本
未
収
録
で
あ
っ
た
貴
重

な
作
品
を
発
掘
。
芥
川
賞
受
賞
直
後
の
、
若

き
日
に
発
表
さ
れ
た
幻
の
短
篇
、
中
篇
、
少

年
少
女
小
説
の
数
々
を
収
録
。
解
題
・
解
説

は
今
井
真
理
。

　

お
問
合
せ
は
、
河
出
書
房
新
社
編
集
部
、

太
田
美
穂
ま
で
。m

-ota@
kaw
ade.co.jp

（
電　

話
）
０
３
・
３
４
０
４
・
８
６
１
１

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
）
０
３
・
３
４
０
４
・
１
３
７
７

◆
遠
藤
周
作
没
後
25
年
︵
最
終
回
・
追
加
︶

　
テ
ー
マ
・﹃
深
い
河
﹄
に
込
め
ら
れ
た
思
い

　
講
座
名
﹁
文
章
で
表
現
す
る
技
術
﹂

�

（
朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー
新
宿
・
１
月
～
３
月
期
）

※
今
期
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
参
加
も
可
。

講　

師　

加
藤
宗
哉

日　

時　

全
３
回

　
　
　
　

１
月
14
日
（
金
）、
２
月
11
日
（
金
）、

　
　
　
　

3
月
11
日
（
金
）

　
　
　
　

い
ず
れ
も
13
時
～
14
時
30
分

会　

場　

朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
新
宿

内　

容　

�

遠
藤
周
作
が
人
生
最
後
の
闘
病
生

活
の
な
か
で
書
き
上
げ
た
『
深
い

河
』
―
。
遺
作
と
も
い
う
べ
き

人
気
作
品
の
意
味
を
、『
創
作
日

記
」
と
、
講
師
の
知
る
最
晩
年
の

様
子
を
手
が
か
り
に
探
り
ま
す
。

受
講
料　

会
員
１
０
，３
９
５
円

　
　
　
　

一
般
１
３
，６
９
５
円

申
込
先　

朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
新
宿

　
　
　
　

 

０
３
・
３
３
４
４
・
１
９
４
５

　

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
２
の
６
の
１　

新

宿
住
友
ビ
ル
10
階
。
最
寄
り
駅
は
都
営
大
江

戸
線
「
都
庁
前
」
駅
、
も
し
く
は
J
R
「
新

宿
」
駅
西
口
。

　

―
♢

―
♢

―
♢

―

✤﹁
会
報
﹂
の
原
稿
募
集

　

会
員
の
皆
さ
ん
の
原
稿
を
募
集
し
ま
す
。

９
０
０
字
（
半
ペ
ー
ジ
分
）
あ
る
い
は

１
８
０
０
字
（
１
ペ
ー
ジ
分
）。
遠
藤
周
作

の
人
と
作
品
に
つ
い
て
、
あ
る
い
は
遠
藤
文

学
と
の
関
わ
り
な
ど
何
で
も
結
構
で
す
。

　

な
お
、
原
稿
は
必
ず
下
記
「
周
作
ク
ラ
ブ
」

宛
て
に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
掲
載
の
際
に

は
ご
連
絡
差
し
上
げ
ま
す
。

✤﹁
周
作
ク
ラ
ブ
﹂
会
員
募
集

　
「
周
作
ク
ラ
ブ
」で
は
会
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
遠
藤
文
学
フ
ァ
ン
は
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
か

ら
読
ん
で
み
よ
う
と
い
う
方
々
も
大
歓
迎
で
す
。

　

年
会
費
は
3
，0
0
0
円
。
入
会
金
は
あ

り
ま
せ
ん
。
年
４
回
発
行
の
「
会
報
」
が
送
ら

れ
る
ほ
か
、
会
が
主
催
す
る
「
新
年
会
」「
周
作

忌
」「
文
学
セ
ミ
ナ
ー
」
や
遠
藤
作
品
の
足
跡

を
訪
ね
る「
遠
藤
文
学
・
原
点
の
旅
」、
そ
し
て

「
オ
ン
ラ
イ
ン
懇
親
会
」
に
も
参
加
で
き
ま
す
。

下
記
「
周
作
ク
ラ
ブ
」
ま
で
、ハ
ガ
キ
か
Ｅ
メ
ー

ル
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
折
り
返
し
ご
案
内

の
資
料
と
会
費
の
振
込
用
紙
を
お
送
り
し
ま
す
。

　

な
お
、
当
ク
ラ
ブ
で
は
昨
年
よ
り
財
政
健

全
化
の
た
め
の
「
協
力
金
」
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。
一
口
1
，0
0
0
円
で
、
何
口
で
も
結

構
で
す
。
ご
協
力
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

お
知
ら
せ


